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過

職

者

退
職
後
の
人
生
は
、

や
さ
し
く

つ
つ
ま
し
く
、

た
く
ま
し
く

～
高
齢
者
福
祉
社
会
へ
の
橋
渡
し
～

「
こ
だ
ま
会
員
」
八
〇
〇
名
突
破

～

一
味
ち
が
う
会
の
存
在

へ
向
け
て
～

「
こ
だ
ま
会
」
会
員
が
お
蔭
で
人
○
○

名
を
突
破
し
た
。

早
く
も
と
い
き
た
い
と

こ
ろ
だ
が
、

よ
う
や
く
と
い
う
の
が
実
感

で
あ
る
ｃ

財
源
乏
し
い
会
費
と
、

県
職
労

助
成
金
、

そ
れ
に
役
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
支
え
ら
れ
て
、　

二
二
年
、

よ
く
ぞ
と
い

う
実
感
も
湧
い
て
く
る
。

中
間
管
理
職
的

感
覚
の
多
い
県
庁
職
員
の
実
外
に
多
い
当

会
へ
の
入
会
の
た
め
ら
い
も
―
―
や
が
て

襲
っ
て
く
る
？
公
的
年
金
の
大
幅
な
削
減
、

場
合
に
よ
っ
て
は
制
度
そ
の
も
の
へ
の
危

機
感
が
頂
上
に
達
し
た
と
き
、

大
き
な
政

治
行
動
を
呼
び
起
す
退
職
会
の
存
在
の
必

要
を
認
設
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
時
は
取
り
返
し
つ
か
ぬ
程
遅
い
の
だ

が
…
。

こ
こ
に
来
て
、

国
民
が
始
め
て
経
験
す

る
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン

⌒大
改
革
）
の
本
格

的
黒
船
襲
来
は
外
資
参
入
、

金
融
機
関
の

（早
期
是
正
措
置
）
、

（自
己
経
営
査
定
）
、

外
為
法
改
正
は
、

実
力
の
あ
る
外
国
金
融

機
関
参
入
に
よ
っ
て
、

保
険
、

預
金
な
ど

資
金
が
そ
の
方
へ
移
行
し
、

や
が
て
現
在

信
用
厚
い
郵
時
も
、

金
利
の
高
か
っ
た
九

〇
年
代
の
定
額
貯
金
が
満
期
と
引
換
え
に

金
利
の
高
い
外
国
銀
行
へ
移
っ
て
ゆ
く
と

き
、

郵
貯
も
そ
の
時
は
運
用
が
難
し
く
民

営
化
へ
ゆ
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
を
気
付
い
て
い
る

人
は
案
外
少
な
く
、

相
変
わ
ら
ず
増
え
つ

づ
け
て
い
る
。

ヽ
_紳対叫自湖縫断賠会

好評″ 熱 演〃

手づくり文化祭での秋中さん

19971212 横 浜市徒会館にて

『加
入
の
お
す
す
め
、

と

会
費
納
入
御
案
内
』

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
へ
加
入
御
希

望
の
方
に
は
、

規
約
　
入
会
中
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
申
込
く
だ
さ
い
。

．輸悔
町

横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内
（３
Ｆ
分
室
）

「送
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

⌒電
話
）
〇
四
工
合
一〇

一
と

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
各
一
〓

こ
三

一
七
九

●
振
替
口
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
同
座
番
号人

七
人

一
二
九

神
奈
川
県
労
働
金
度
本
店

普
通
預
金
田
座
番
号

一
二
四
人
六
四
二

郵
便
振
替
口
座

〇
〇
二
五
①
十
九
―
上全
ハ
五
人
〇

会
費
関
係

口
入

〈
ム
金
　
な
し

０
終
身
会
費
　
二
五
、

○
○
○
円

な
お
、

年
会
費
三
、

①
Ｏ
Ｏ
円
も

あ
り
ま
す
。
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師
走
と

い
え
ば
真
珠
湾
と
赤
植
義
■

の

討
人
り

の
月
、

そ

の
５
日
、

せ
わ
し
な

い

気
分
を
抱
え
な
が
ら
横
浜
か
ら
相
鉄
、

小

日
急
と
乗
紺
ぎ
集
合
地
新
松
回
を
Ｈ
精
し

た
。

カ
ン
と
晴
れ
た
生

に
雪
を
見
せ
る
富

十
山

や
丹
沢

の
山

々
が
日
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
。

駅
に
は
高
精
芳
大
会
貝
が
茶
内

役
と
し
て
出
迎
え
て
下
さ

っ
て
い
た
。

１３

名

で
バ
ス
の
回
数
券
を
求

め
て
内
山

へ
行

く
。

バ
ス
代
業
書

一
枚
分
く
ら

い
安
く
な

っ
た
か
な
。

●
県
立
森
林
公
園

「
２‐
世
紀
の
森
」

「
２‐
世
紀

の
森
」

の
入
Ｈ
に
は
大
き
な

フ
ク
ロ
ウ
の
乗

っ
か

っ
た
道
標
が
あ
り
、

学
問

の
神
、

知
識

の
神

の
化
身

フ
ク
ロ
ウ

の
人
好
き
な
私
は
大
≡
び
ｃ

ゆ
る
や
か
な

草
道
を
、

竹
林

や
雑
木
林
を
見
な
が
ら
煤

林
館
ま

で
の
ん
び
り
と
歩
く
。

冷
込
ん
だ

割

に
は
風
が
な
く
穏
や
か
な
の
で
寒
く
な

く
、

引
柿

っ
た
冷
気
が
だ
ん
だ
ん
と
緩
ん

で
く
る
の
が
手
足
か
ら
体
全
体

に
広
が

っ

て
き
た
と
感
じ
る
頃
、

森
林
館

へ
着

い
た
。

森
林
館

で
は
、

暖
か

い
お
茶
を
頂
き
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
を
も
と
に
山
崎
幸
治
さ
ん
か

ら
概
要

の
お
話
を
聞

い
た
。

静
岡
県
境

に

初
冬
の
散
策

健
康
ウ
ォ
ー
ク

近

い
、

内
丹
―ｌｔ
の
山
な
み
の

一
角

　
の
し

ヘ
ク
タ
ー
ル
．

保
市

　
１

０
～
六
九
つ
メ

ー
ト
ル
、

本
を
例
る
、

触
れ
る
、

〕Ｔ
バ
、

遊
ぶ
を
Ｈ
的

に
走
ら
れ
た
も

の
．

山
た

の

森

で
は
本

に
な
る
と

フ
キ
、

ワ

フ
ビ
、

ゼ

ン
マ
イ
、

ツ
ク
シ
な
ど
採
―，
に
訪
れ
る
人

も

い
る
そ
う
だ
．

】
初
、

県
で
は
吉
に
同
地
と
し
て
公
社

を
予
定
し
て
い
た
が
、

河
匂
川
が
汚
れ
る

と

の
反
対
を
受
け
森
林
公
凶

に
変
身
さ
せ

た
由
、

と
て
も
興
味
渋
か

っ
た
．

山
業

の
森

の
ほ
か
、

竹
林
、

ヒ
ノ
キ
朴
、

郷
上

の
森
、

野
鳥

の
森

や
、

本
材
に
よ
セ

ン
タ
ー
、

子
ど
も

の
広
場
な
ど
Ｉ
作

や
野

外

の
遊
び

の
施
設
も
稚

っ
て
い
る
。

●
下
り
の
山
道

山
道
共

一
式
を
腰

の
ベ
ル
ト
に
な

い
た

ガ
イ
ド
の
高
橋
さ
ん
は
帰
り
、
下
り

の
山

道

に
な
る
と
真
価
を
発
揮
し
た
。

落
求
を

踏
ん
で
、

疎
林
を
兄
上
げ

て
の
歩
き
は
楽

し

い
。
Ｐ
）
れ
何

の
木
」
Ｆ

ズヽ
キ
」
聞
く

た
び
に
速
答
し
て
頂
け
る
。

青
竹
や
ト
チ

の
枝
を
な
た
で
切

っ
て
杖
を
作

っ
て
下
さ

り
、
ド
リ

の
古
手

の
人
は
大
喜
び

で
し
た
。

下
兄

の
時
、

瓜
倒
木
で
あ
さ
が
れ
て
い
た

一

所
も
切
り
払
わ
れ

い
た
が
、

村
情
、

本
を

乗
越
す
小
さ
な

ス
リ
ル
も
あ

っ
た
。

●
洒
水

の
滝

ヤ
山
炭
道
を
出
て

「洒
水

の
滝
」
を
観

に
行

っ
た
に

名
水

で
も
あ
―，
、

日
光

に
次

ぐ
名
深
と
か
．
じ

っ
と
児

て
い
る
と
立
去

―，
か
た
く
時
――――
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
．

■
に
出
た
と

こ
ろ
で
、

宙
右
柿
、

ユ
ズ
、

み
か
ん
を
打
先

に
市

べ
て
い
た
，

市
円
で

求
め
て
帰

っ
た
加
は
、

片
く
お

い
し
く
年

の
前
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
山
北
駅

で
解
散
、

帰
路

に
つ
い
た
。

21世紀の森 森 林館前の一同

歴

史

教

室

①
歴
史
教
室

（第
二
〇
回
）

と
　
き
　
ヤ
成

一
０
年
二
月
六
日
ｎ

と
こ
ろ
　
神
奈
川
県
民
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
　
東
慶
寺
に
眠
る
人
々

参
加
者
　
凶
六
名

特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

東
慶
寸
は
正
式
名
林
を
松
同
山
束
慶
給

持
禅
寺
と

い
い
怖
済
京
円
覚
寺
派
に
属
す

る
。

京
凄
給
持
神
子
と

い
う
手
～
の
給
持

と
は
、

通
摩
大
師
の
弟
ｒ
総
持
忙
に
ち
な

ん
で
禅
の
尼
寺
の
意
味
を
も
つ
　
古
く
は

松
岡
仰
所
、

鎌
合
比
丘
尼
御
所
、

作
に
駆

込
寺
、

縁
切
寺
と
も
い
わ
れ
た
。

開
　
創
　
弘
安
八
年

（
一
二
人
上
）

開
　
基
　
北
条
貞
時

（幕
府
執
能
）

開
　
山
　
党
山
志
道
尼

（執
権
時
宗
夫

人
、

貞
時
母
）

束
慶
手
の
有
名
な
縁
切
寺
法
は
、

党
山

尼
が
貞
時
を
通
し
勅
許
さ
れ
た
と
い
わ
れ

開
山
以
来
住
職
は
名
門
の
女
性
が
多

い
。

中
で
も
覚
山
尼
　
用
生
尼

（将
軍
足
利
美

明
の
姫
▼

大
秀
尼

（草
臣
秀
頼

の
妊
、

養
母
は
家
康
の
孫
千
姫
）
な
ど
は
、

そ
れ

ぞ
れ
当
時
の
日
本
の
ト

ッ
プ
レ
デ
イ
達
で
、

敵
動
の
時
代
に
生
き
女
人
解
放
救
済
に
精

進
し
た
功
績
は
日
本
史
を
飾
る
。
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江
戸
時
代
東
慶
寺
は
全
盛
期
を
迎
え
た
。

天
正
十
九
年

（
一
五
九

一
）
家
康
か
ら
寺

領
と
し
て
二
階
堂
　
十
二
社
　
極
楽
寺
な

ど
を
寄
進
さ
れ
、

鎌
倉
で
は
鶴
岡
人
幡
宮

円
覚
寺
に
つ
ぎ
建
長
寺
よ
り
も
多
か

っ

た
。

明
治
時
代
と
な
り
縁
切
手
法
は
廃
止

さ
れ
、

松
岡
貸
附
所
も
廃
絶
し
円
覚
寺
の

末
手
に
編
入
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。

普
通
の

寺
と
な

っ
て
か
ら
は
檀
家
も
無
く
、

荒
廃

し
て
し
ま

っ
た
。

本
堂
の
雨
漏
り
が
ひ
ど

く
傘
を
さ
し
て
経
を
読
ん
だ
と
い
う
。

横

浜
の
生
ネ
商
原
富
太
郎
が
仏
殿
を
買
収
し

本
牧
三
渓
国
に
移
築
し
た

（国
重
文
）
。

明
治
三
五
年
二
月
最
後
の
順
荘
尼

（七

八
歳
）
が
亡
く
な
る
と
古
川
尭
道
が
住
職

と
な
り
、

開
山
以
来
の
尼
寺
か
ら
男
僧
の

寺
に
変

っ
た
。

次

い
で
明
治

二
人
年
四
月

円
覚
寺
管
長
釈
宗
演
が
住
耽
と
な
り
束
慶

寺
は
再
興
さ
れ
た
。

釈
宗
演
は
中
興
開
山

と
い
わ
れ
る
。

現
在
の
東
慶
寺
は
吉
の
縁
切
寺
と
違

っ

て
、

結
婚
式
や
お
本
会
も
行
わ
れ
、

毎
年

田
村
俊
子
賞
の
授
与
式
も
挙
行
さ
れ
て
き

た
。

山
門
を
入
る
と
鐘
楼
　
客
殿

・
泰
平

殿

（仏
殿
▼

水
月
堂

（観
音
堂
）

宋
雲

亭

（本
室
▼

香
積
台

（庫
裡
）

松
岡
宝

蔵

⌒宝
物
殴
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
東
慶

寺
裏
山
に
は
鈴
木
大
拙
博
士
ゆ
か
り
の
松

岡
文
庫
も
あ
り
、

仏
教
研
究
に
貢
献
し
て

い
る
。

東
慶
寺
に
眠
る
人
々

宝
蔵
を
過
ぎ
奥
に
進
む
と
、

右
側
に
後

醍
醐
天
皇
皇
女
用
堂
女
工
墓
と
い
う
な
標

が
立

っ
て
お
り
、

急
な
有
段
を
上
る
と
、

や
ぐ
ら
の
中
な
ど
に
用
上
尼
や
開
山
党
山

陀
な
ど
歴
代
の
票
塔
が
あ
る
　
中
央
の
人

き
な
無
縁
塔
は
天
秀
尼
の
墓
で
あ
る
　
そ

の
続
き
に
は
釈
宗
演
の
墓
に
並
ん
で
明
治

時
代
の
政
治
家
野
田
卯
太
郎

（近
信
大
餃

商
工
大
臣
）
の
墓
が
あ
る
。
き
ら
に
奥

の
墓
地
に
は
明
治
、

大
正
、

昭
和
を
代
表

す
る
学
者
や
作
家
、

文
化
人
を
は
じ
め
大

学
総
長
、

銀
行
頭
取
、　

一
流
企
業
社
長
な

ど
な
ど
著
名
人
の
墓
が
多

い
。

東慶寺総門

●
歴
史
散
歩

（第

一
七
回
）

と
　
き
　
四
月
二
三
日
的

と
こ
ろ
　
鎌
倉
の
精
進
料
理
（長
寿
寺
）

と
尼
寺
め
ぐ
り

解
　
説
　
特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

●
歴
史
教
室

（第
二

一
回
）

と
　
き
　
五
月

一
五
日
０

（予
定
）

テ
ー
マ
　
江
戸
随

一
の
美
人

笠
森
お
せ
ん

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館

特
別
講
師
　
荒
片
大
郎
氏

●
旅
行
の
会

最
後
の
将
買

「徳
川
慶
喜
」

ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て

と
　
き
　
五
月
二
四
日
ｍ
～
二
五
日
明

コ
ー
ス
　

本
厚
木
―
横
浜
―
真
岡
大
前

神
社
（日
本

一
の
恵
比
須
様
）

―
益
子

（小
食
　
益
子
焼
見

学
）
―
烏
山

（和
社
会
館
）

―
新
那
須
温
泉

（泊
）
―
塩

屋
崎
灯
台

（美
空
ひ
ば
り
歌

碑
）
―
小
名
浜

（昼
食
）
―

水
戸

（徳
川
慶
喜
記
念
館
ほ

か
）
―
横
浜
―
本
厚
木

費
一　
用
　
一
王
ハ
、

０
０
０
円

バ
ス

一
台
貸
切
り
凶
五
名
定
員
、

来
加

人

の
方
も
知
人

の
方

で
も
お
誘

い
合
わ
せ

の
上
、

三
月
末
日
ま
で
に

「
こ
だ
ま
会
享

務
局
」
ま
で
申
込
ん
で
下
さ

い
。

（扱

い

近
畿
Ｈ
本

ツ
ー
リ
ス
ト
）

●
健
康
ウ
ォ
ー
ク

南
津
久
井
路
の
春
を
求
め
て

と
　
き
　
四
月

八
日
的

コ
ー
ス
　
九
時
三
①
分
Ｊ
Ｒ
橋
本
駅
北

口
集
合
―

（バ
ス
）
―
清
正

光
入
口
～
朝
日
寺

（昼
食
）

～
志
田
峠

～
愛
川
町

一
六
時

頃
解
散

コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー

化
は
幸
大
氏

（会
員
）

●
食
文
化
を
考
え
る
会

昨
年

の

一
一
月
に
行
わ
れ
た

「栞
階
村

理
と
お
林
茶
を
楽
し
む
講
習
会
」
が
好
評

で

「食
文
化
を
考
え
る
会
」
が
生
ま
れ
、

ず

っ
と
勉
強
し
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。束

洋
医
学
を
取
り
入
れ
た
栗
陪
料
理
で

高
齢
者

の
健
康
を
、

ま
た
美
味
し

い
お
本
、

お
某
子
で

「
ゆ
と
り
」
を
と
　
食
文
化
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

次
回
は
六
月
下
旬
か
、

七
月
上
句
、

桜

木
町
前

の
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
う
予

定
、

男
性

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
の

介
護
保
険
法
成
立

年
金
　
医
療

上
展
用
　
労
働
災
害
に
つ
ぐ
社

会
保
険
制
度
と
し
て
、

４０
歳
以
上
の
す
べ
て
の

国
民
か
ら
保
険
料
を
新
た
に
徴
収
し
、

寝
た
き

り
や
痴
ほ
う
症
な
ど
の
高
齢
者
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
す
る
介
護
保
険
法
美
が
昨
年
姥
月

９
日
可
決
さ
れ
成
立
し
た
。

首
相
は
採
決
に
先

立
つ
質
疑
で

「制
度
を
定
着
さ
せ
る
上
で
、

基

盤
整
備
の
必
要
性
が
前
提
に
あ
る
。

財
政
構
造

改
革
の
集
中
期
間
中
も
努
力
し
た
い
」
と
前
向

き
に
取
組
む
姿
勢
を
強
調
し
た
。

制
度
の
骨
格
は

①
市
町
村
が
運
営
主
体
と
な
り
、

４０
歳
以
上
の

全
国
民
を
加
入
者
と
し
て
保
険
料
を
徴
収
。

保
険
料
は
平
均
２
５
０
０
円

（初
年
度
）

②
介
護
を
必
要
と
す
る
人
は
市
町
村
の
介
護
詔

定
審
査
会
に
申
請
、
６
段
階
の
認
定
ラ
ン
ク

に
応
じ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
。

原
則

と
し
て
６５
歳
以
上
が
対
象
だ
が
、

４。
歳
以
上

６５
未
満
の
人
は
、

老
化
に
伴
う
要
介
護
状
態

だ
け
が
給
付
対
象
。

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
の
家
庭

訪
問
な
ど
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
、

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
施
設
入
所
費
用
の
９
割
は
保

険
か
ら
給
付
。
１
割
は
利
用
者
が
自
己
負
担
。

④
認
定
へ
の
具
議
は
都
道
府
県
の

「介
護
保
険

審
査
会
」
が
不
服
審
査
請
求
を
受
け
る
。

⑤
制
度
開
始
は
２
０
０
０
年
４
月

付
帯
決
議
と
具
体
的
内
容
は

介
護
保
険
法
の
成
立
に
あ
た
っ
て
多
く
の
付

市
決
議
が
付
け
ら
れ
、

保
険
料
設
定
に
あ
た
っ

て
の
低
所
得
者
へ
の
配
慮
な
ど
１９
項
目
の
付
常

決
議
も
採
択
さ
れ
た
ｃ
し
か
し
具
体
的
な
内
容

は
厚
生
省
の
政
省
令
で
決
め
ら
れ
る
が
こ
れ
が

今
後
大
き
な
問
題
と
な
ろ
う
。

高
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
の
介
護
…
拭
年
か
ら

○
そ
の
１

一
人
暮
ら
し
の
Ｆ
子
さ
ん
７４
歳
、

脳
祝
条
の

後
遣
症
で
一
週
間
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

と
訪
間
看
護
、

家
事
援
助
を
各
二
回
、

日
帰
り

介
護

（デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
）
を

一
回
利
用
し
て
い

る
。

訪
間
看
護
の
診
療
請
求
な
ど
月
８
０
０
０

円
だ
が
老
人
保
険
の
適
用
で
、

本
人
負
担
は
４

９
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
の
試
算

に
よ
る
と
、

い
ま
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

と
月
１
万
３
０
０
０
円
と
な
り
、

毎
月
の
保
険

料
２
５
０
０
円
を
加
え
て
１
万
５
５
０
０
円
と

三
倍
以
上
に
な
る
。

○
そ
の
エ

Ａ
さ
ん
は
中
度

（要
介
護
コ
）
と
認
定
さ
れ

毎
月
約
１７
万
円

（週
６
時
間
の
訪
問
介
護
）
が

支
給
さ
れ
る
が
、

東
京
多
摩
区
の
市
職
貝
の
試

算
で
は
、

４２
万
円

（週
２４
時
間
）
必
要
で
あ
り

国
の
加
倍
の
費
用
を
想
定
し
て
お
り
、

そ
の
た

め
に
は
介
護
保
険
料
を
月
５
０
０
０
円
に
し
な

け
れ
ば
運
営
で
き
な
い
と
い
う
。

国
会
答
弁
を
破
棄
‥
ず
さ
ん
な
計
画

高
齢
者
い
じ
め
の
９８
年
度
予
算
は
、

新
ゴ
ー

ル
ド
プ
ラ
ン
に
も

「財
政
構
造
改
革
」
路
線
を

適
用
さ
せ
、

首
相
は
国
会
答
弁
を
反
古
に
し
必

要
経
費
を
半
分
以
下
に
圧
縮
し
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
計
画
を

大
幅
に
ダ
ウ
ン
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
定

数
で
は
４
万
人
も
入
所
で
き
ず
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
は
３
年
連
続
３
万
人
前
後
の
増
員
を

，
挙

に
１
万
６
０
０
０
人
に
減
ら
し
て
い
る
。

全
国
の
自
治
体
の
７０
％
以
上
が

「財
源
確
保

が
む
ず
か
し
く
日
標
達
成
は
困
難
」
と
し
て
い

る
。

国
民
午
金
と
同
様
介
護
保
険
の
保
険
料
徴

収
率
は
８０
％
科
度
で
は
な
い
か
と
、

各
自
治
体

は
心
配
し
て
い
る
。

介
護
保
険
導
入
に
あ
た
っ
て
の
間
圏

Ｅ
常
勤
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
国
庫
補
助
減
で
、

非
常
勤
ヘ
ル
パ
ー
ヘ
の
切
り
告
え
が
増
加

０
ヘ
ル
パ
ー
の
労
働
条
件
の
切
り
下
げ

９
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

Ｏ
利
用
者
の
負
担
増
大

０
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
間
格
差
の
拡
大

現
在
で
も
１８
歳
か
ら
６４
歳
ま
で
の
事
故
に
よ

る
頭
部
外
傷
や
脳
血
栓
障
害
な
ど
で
若
年
痴
ほ

う
症
に
な
っ
た
人
（２
５
０
０
０
人
）
の
約
半
数

（５３
％
）
が
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
た

め
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ず
、

障
害
者
年

金
も
５９
％
の
人
が
受
給
し
て
い
な
い
。

そ
れ
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
、

精
神
薄
弱
者

福
祉
法
、

精
神
保
健
福
祉
法
と
区
分
し
対
象
者

を
少
な
く
政
府
の
考
え
に
よ
る
。

介
護
に
あ
た
っ
て
の
問
題
は
、

・
デ
ィ
ケ
ア
（日
帰
リ
リ
ハ
ピ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

を
週
３
日
程
度
に
制
限
し
国
庫
支
出
を
減
ら

し
、

本
人
負
担
を
ま
す
ま
す
増
や
す
方
向
。

・
生
活
が
大
変
で
滞
納
し
た
場
合
は
、

給
付
率

ヤ

を
７。
％
以
下
に
下
げ
る
こ
と
や

一
時
金
払
い

や
償
遺
払
い
も
検
討
し
て
い
る
。

・
自
治
体
に
よ
っ
て
は
現
状
よ
り
介
護
内
容
が

低
下
す
る
。

・
現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
介
護
手
当
は
全
額
カ

ッ
ト
さ
れ
る
。

年
金
者
だ
け
が
保
険
料
全
額
負
担

国
民
の
不
満
爆
発
の
お
そ
れ

介
護
保
険
料
は
平
均
２
５
０
０
円
と
な
っ
て

い
る
が
、

健
康
保
険
組
合
加
入
者
は
妻
の
分
を

合
わ
せ
て
３
７
０
０
円
が
労
　
使
折
半
で
１
８

５
０
円
。

政
府
管
掌
健
康
保
険
と
国
民
健
康
保

険
は
、

労
　
使
折
半
か
国
と
の
折
半
で
１
２
５

０
円
。

６５
歳
以
上
の
年
金
生
活
者
は
夫
婦
２
人

で
５
０
０
０
円
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
。

し
か
も
国
民
の
半
数
は
ま
っ
た
く
の
掛
け
捨

て
で
介
護
の
対
象
に
も
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
０
年

２
５
０
０
円
は
要
介
護
者
２
７
０
万
人
が
２
０

１
０
年
に
は
要
介
護
者
は
５
２
０
万
人
を
想
定

し
た
場
合
は
、

政
府
が
考
え
て
い
る
高
か
ろ
う

悪
か
ろ
う
の
介
話
内
容
で
も
保
険
料
は

一
人
３

５
０
０
円
と
な
る
。

最
後
に

私
た
ち
の
要
求

①
拠
時
間
対
応
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

②
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

③
待
機
な
し
の
特
別
養
護
ホ
ー
ム
設
置

④
７
万
円
の
介
護
手
当
て
の
支
給

住
民
代
表
が
参
加
す
る
監
視
体
制
が
不
可
決

で
あ
り
、

市
と
の
対
等
で
の
交
渉
団
体
を
作
る

必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（川
井
弘
次
）
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九
九
年

「年
金
改
革
」

厚
生
省
が
五
つ
の
選
択
肢

来
年
四
月
の
年
金
改
正
に
む
け
て
審
議

を
続
け
て
き
た
年
金
審
議
会
は
昨
年

一
二

月
五
日

「制
度
改
正
」
の
論
点
整
理
を
公

表
し
ま
し
た
。
ま
た
、

厚
生
省
も
厚
生
年

金
の
保
険
料
負
担
増
と
年
金
額
切
下
げ
に

つ
い
て
の
五
つ
の
選
択
肢

（別
表
）
を
国

民
と
年
金
審
議
会
に
示
し
ま
し
た
。

今
度
の
改
正
案
は
、

前
回
の
九
四
年
「改

正
」
か
ら
数
年
も
た
た
な
い
の
に
予
測
よ

り
少
子
化
の
進
行
が
早
い
、

い
わ
ゆ
る
急

速
な
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
よ

っ
て

将
来
の
年
金
財
政
が
不
足
す
る
と
い
う
の

が
日
実
で
す
。

五
つ
の
選
択
肢
の
う
ち
Ｅ

案
の
厚
生
年
金
制
度
の
民
営
化
は
論
外
で

す
が
、

Ａ
か
Ｄ
ま
で
の
四
案
は
い
ず
れ
も

保
険
料
負
担
を
上
げ
る
か
年
金
額
を
切
下

げ
る
か
、

そ
の
割
合
の
組
み
合
わ
せ
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。

前
回
改
正
法
案
が
国
会
で
可

決
さ
れ
る
と
き
与
野
党

一
致
で

「老
齢
基

礎
年
金
の
国
庫
負
担
を
現
行
の
三
分
の

一

か
ら
三
分
の

一
に
引
き
上
げ
る
よ
う
早
急

に
検
討
す
る
」
と
付
帝
決
議
さ
れ
ま
し
た

が
、
「
財
政
危
機
」
を
回
実
に
な
ん
ら
検

討
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

国
会
決
議
の
よ
う
に
国
庫
負
担
を
増
や

し
た
ら
年
金
財
政
が
ど
う
な
る
の
か

一
言

も
ふ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
国
の

責
任
と
負
担
を
投
げ

捨
て
、

社
会
保
障
と

し
て
の
年
金
制
度
を

後
退
さ
せ
て
い
く
従

来
の
枠
を

一
方
も
で

て
い
ま
せ
ん
。

急
激
に
上
昇
す
る
保
険
料

負
担
を
背
負
う
現
役
世
代
に
と

っ
て
も
、

私
た
ち
、

賃
金
ス
ラ
イ
ド
廃
止
な
ど
の
年

全
水
準
の
切
下
げ
に
た
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
年
金
生
活
者
に
と

っ
て
も
、

選
び
よ

う
が
な
い
選
択
肢
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

政
府
、

厚
生
省
の
し
め
す
五
つ
の
選
択

肢
で
は
な
く
六
つ
め
の
選
択
肢
、

そ
れ
は

国
と
層
用
主
で
あ
る
企
業
が
責
任
を
も
ち
、

財
政
負
担
す
る
こ
と
、

社
会
保
障
と
し
て

高
齢
者
の
生
活
で
き
る
年
金
制
度
を
め
ざ

す
と
い
う
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
大

つ
め
の
選
択
肢
を
多
く
の
国
民
が
望
ん
で

い
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
政
府
や
厚
生
省
に

し
め
す
こ
と
で
す
。
７
月
の
参
議
院
議
員

選
挙
は
ま
さ
に
そ
の
チ
ャ
ン
ス
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　
　

　
　

　
　

（山
口
順
久
）

注 1)保 険料率のカッコは年収 (格報酬)ベ ース。

2)年 金月額は、夫婦 2人 で、夫は厚生年金に40年加入で平均標準

報酬月線34万円 毒 は事業主婦で計算。金額は平成 6年 度価格。

3)所 得代替率は、現役世代の手取 り総報酬に対する割合。

「年金時代」 2月 号より

(表)● 選択肢による最終保険料率と結付総額等の概要

選択肢 保険料率 拾付総額 年全月額

A棄 =現 行制度の給付設計を

維持する乗

34 3ワち

(264%)

231万 円

所得代誉率

62%

B案 =厚 生年全保険料率を月

収の30%以 内にとどめ

る案

30 %以内

( 2 3 %以内)
1害」抑持J

207万 円

所得代替率

55%

C案 =厚 生年全保険料率を年

収 (ボーナス含む)の

20%程 度にとどめる案

26%程 度

(20%程度)
2害」抑缶」

186万 円

所得代替率

50夕ち

D奏 =厚 生年全保険料率 を現

状程度に維持する奏

20%程度

(15%程度)
4害J抑制

139万 円

所得代替率

37%

E奏 =厚 生年金の廃上 (民営

化)案

公的年金は基礎年金だけとし、厚生年

金は廃止、柏立方式による民間の企業

年金、個人年金に委ねる

年

金

ニ

ュ
ー

ス

物
価
ス
ラ
イ
ド
４
月
か
ら
実
施

今
年
の
四
月
か
ら
厚
生
年
金
や
国
民
年

金
の
年
金
額
が
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ

っ
て

一　

九
％
程
度
の
引
き
上
げ
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。

年
金
額
は
、

昨
年
、　

一
昨
年
と

二
年
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
九
七
年

（平
成
九
年
）
の
全
国
の
消
費
者
物
価
指

数
が
九
五
年
対
比

一
〇

一
・
九
と
上
昇
し

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

共
済
年
金
の
退
職
年
金
も
厚
生
年
金
に

準
じ
て
ス
ラ
イ
ド
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

厚
生
年
全
は
業
務
の
簡
素
化

厚
生
年
金
、

国
民
年
金
で
は
、

今
年
の

一
月
か
ら
年
金
受
給
者
が
自
分
の
誕
生
月

に
提
出
し
て
い
る
現
況
届
の
市
町
村
長
の

証
明
桶
が
な
く
な
り
、

本
人
の
印
鑑
の
み

で
よ
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

年
金
の
振

り
込
み
の
都
度

（年
六
回
）
送
付
し
て
い

た
支
払

（振
込
）
通
知
書
を
年

一
回

（六

月
か
ら
）
に
な
り
、

厚
生
省
は
業
務
の
簡

素
　
効
率
化
の
た
め
と
い
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
共
済
組
合
の
現
況
届
に
つ
い
て

地
方
職
員
共
済
組
合
本
部
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ

「市
町
村
長
の
証
明
は
必
要
で

す
。

変
更
の
予
定
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の

こ
と
で
し
た
。



1998年(平成10年)3月 1日 神奈サ|1県職労退職者こだま会報 第 41 号 (61

過
言
を
書
く
前
に
し
て
お
く
こ
と

遺
言
書
の
書
き
方

（事
例
）
は
追
言
書

の
種
類
に
よ

っ
て
違

い
が
あ
り
ま
す
。

す

べ
て
の
事
例
を
挙
げ
る
紙
幅
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、

こ
こ
で
は

「自
筆
証
書
遺
言
」

の
事
例
だ
け
を
挙
げ
て
お
く
こ
と
に
い
た

し
ま
す
。

遺
言
書
を
書
く
前
に
、

ま
ず
、
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

自
分
の
財

産
の
明
確
な
把
握
で
す
。

不
動
産
、

有
価

証
券
、

預
貯
金

（通
帳
の
銀
行
名
及
び
支

店
名
）
な
ど
を
整
理
し
、

確
認
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

遺
言
対
象
の
財
産
に

つ
い
て
は
、

誤
解
の
な
い
よ
う
に
正
確
に

記
載
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

遺
言

書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
財
産
は
、

原
則

と
し
て
相
続
人
の
共
同
相
続

（相
続
人
が

複
数
の
場
合
）
に
な
り
ま
す
。

共
同
相
続

の
場
合
は
、

将
来
的
に
権
利
関
係
が
複
雑

に
な
る
の
を
避
け
る
た
め
、

遺
産
分
割
協

議
の
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

な
お
、

個
人

の
財
産
で
も
、

ゴ
ル
フ
　
ク
ラ
ブ
の
会
員

権
の
よ
う
に
相
続
の
対
象
に
な
ら
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

遺
留
分
と
の
関
係

相
続
人
の
う
ち
、

兄
弟
姉
妹
以
外
の
相

続
人
に
は
遺
留
分
が
あ
り
ま
す
が
、

遺
言

者
は
追
留
分
を
無
視
し
て
自
由
に
財
産
分

与
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

遺
留
分

を
侵
害
さ
れ
た
相
続
人
は
、

追
言
執
行
者

等
に
対
し
て
遺
留
分
の
減
紋
請
求

（回
復

請
求
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
す
。

も
し
、

減
殺
請
求
が
な
け
れ
ば
遺
言
書
ど

お
り
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た

だ
、

相
続
人
は

一
定
の
財
産
分
与
を
期
待

し
て
い
ま
す
の
で
、

特
定
の
相
続
人
の
遣

留
分
を
侵
害
す
る
よ
う
な
追
言
を
す
る
場

合
に
は
、

理
由
書
を
付
け
て
お
く
方
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

遺
言
書
の
保
管
方
法
に
つ
い
て
は
、

自

宅
の
金
庫
に
入
れ
て
お
く
と
か
、

遺
言
の

執
行
を
依
頼
し
た
人
に
預
け
る
と
か
、

銀

行
の
貸
金
庫
に
保
管
す
る
と
か
の
方
法
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、

自
筆
証
書
遺
言
は
手
軽
で
す
が
、

遺
言
の
方
式
と
し
て
は
公
正
証
書
遺
言
に

し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

た
だ

し
、

お
金
が
か
か
り
ま
す
。

（了
）

（生
方
武
羅
夫
）

■
自
筆
証
書
通
言
の
事
例

遺
　
一百
　
書

還
言
者
池
田
淳

一
郎
は
、
こ
の
遺
言
書
に
よ
り
次
の
と
お
り
遺
言
す
る
。

一　
妻
美
紀
に
、
自
己
所
有
に
か
か
る
次
の
不
動
産
を
相
続
さ
せ
る
。

①
　
横
浜
市
中
区
港
町
十
二
番
地
所
在

宅
地
　
一
人
〇
　
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

②
　
同
所
同
番
地
所
在

家
屋
番
号
　
一
十
一
四
三
の
二

一

軽
量
鉄
骨
造
二
階
建

床
面
積
　
一
階
　
上ハ
五
　
五
平
方
メ
ー
ト
ル

ニ
階
　
上ハ
五
　
五
平
方
メ
ー
ト
ル

一
一　
長
男
智
行
に
次
の
預
金
及
び
株
式
を
相
続
さ
せ
る
。

東
西
銀
行
港
支
店
　
一疋
期
預
金
　
番
号
　
一
一
言
一四
五
六

全
　
六
、

五
〇
〇
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

株
式
会
社
関
東
製
薬
株
式
会
社
の
株
式
　
一
一　
〇
〇
〇
株

〓
一　
長
女
加
奈
に
次
の
預
金
を
相
続
さ
せ
る
。

南
北
銀
行
山
下
支
店
　
（Ｅ
期
預
金
　
番
号
　
工全

一
言
一四
五

金
　
四
、

○
〇
〇
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

東
日
本
銀
行
桜
本
支
店
　
普
通
預
金
　
番
号
　
五
六

一
二
三
四

金
　
一
、

〇
五
六
、

七
八
九
円

定
額
郵
便
時
金
　
記
号
き
の
え
　
番
号
　
四
五
六

一
二
三

金
　
五
、　

一
八
三
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

四
　
第

一
項
か
ら
第
二
頂
ま
で
に
指
定
し
た
財
産
以
外
の
財
産
は
全
て
妻
美
紀
に
相
続
さ
せ
る
。

五
　
遺
言
執
行
者
と
し
て
、

横
浜
市
中
区
海
岸
通
七
丁
目
六

一
番
地
行
政
書
士
　
中
立
誠
を
指

定
す
る
。

以
上
の
遺
言
を
明
確
に
す
る
た
め
、

遺
言
者
は
こ
の
遺
言
書
の
全
文
を
自
筆
し
、

次
に
日
付

及
び
氏
名
を
自
署
じ
捺
印
す
る
。

一
九
九
八
年

一
月

一
日

横
浜
市
中
区
港
町
十
二
番
地

遺
言
者
　
池
田
淳

一
郎
　
①

遺

　

　

一言

～
遺
言
書
の
事
例
～

遺
　
一言
　
書

こ
の
遺
言
書
は
私
の
死
亡
を

知

っ
た
後
は
、

家
庭
裁
判
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
九
九
八
年

一
月

一
日

遺
言
者
　
池
田
淳

一
部
　
①
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●
お
年
寄
り
や
子
ど
も
と
そ
の
ク
ス
リ
の
量
●

ク
ス
リ
は
、

非
常
に
厳
密
な
検
査
を

し
て
か
ら
市
販
さ
れ
ま
す
。

い
ま
、

ひ

と

つ
の
ク
ス
リ
を
世
の
中
に
だ
す
の
に
、

十
年
以
上
、

百
億
円
以
上
の
歳
月
と
費

用
を
か
け
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、

そ
の
大
半
は
安
全
性
の
チ

ェ
ッ
ク

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

ま
ず
実
験
動
物
で
試
験
さ
れ
、

次
に

人
を
対
象
に
臨
床
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

臨
床
試
験
は
三
回
の
段
階
に
わ
け
て
や

り
ま
す
。

第

一
回
目
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
健
康

な
人
で
、

人
間
で
も
大
文
夫
か
を
み
ま

す
。

そ
れ
で
よ
い
と
な

っ
た
ら
、

第
二

回
目
に
は
、

ご
く
少
数
の
そ
の
病
気
の

息
者
さ
ん
に
、
じ
っ
さ
い
に
効
く
か
、

な
ど
を
み
ま
す
。

第
二
回
目
に
は
多
数

の
息
者
さ
ん
で
、

そ
の
ク
ス
リ
が
ほ
ん

と
う
に
有
効
で
安
全
か
と

い
う
デ
ー
タ

を
と
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の
対
象
に
な
る
忌
者

さ
ん
の
中
に
は
、

お
年
寄
り
や
子
ど
も
、

そ
れ
か
ら
当
然
の
こ
と
で
す
が
妊
婦
も

入

っ
て
い
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
そ
う

い

う
方
た
ち
が
ク
ス
リ
を
飲
む
と
き
に
は
、

特
別
の
注
意
が
必
要
で
す
。

ク
ス
リ
の
服
用
■
は
、

体
重
１
キ
ロ

グ
ラ
ム
当
た
り
い
く
ら
と
計
算
し
ま
す
。

大
人
の
標
準
体
重
は
６０
キ
ロ
に
考
え
ま

す
の
で
、

お
子
さ
ん
の
体
童
が
１０
キ
ロ

だ

つ
た
ら
六
分
の

一
で
い
い
の
で
す
。

表
示
で
は
十
五
歳
以
下
な
ど
と
、

年
齢

で
書

い
て
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
よ
り
も

体
重
で
飲
む
量
を
き
め
る
方
が
い
い
と

お
も
い
ま
す
。

子
ど
も
用
に
作
ら
れ
た
ク
ス
リ
が
あ

っ
た
ら
、

そ
の
方
が
副
作
用
も
で
に
く

い
の
で
、

そ
ち
ら
を
使
わ
れ
た
方
が
い

い
で
し
ょ
う
ね
。

お
年
寄
り
の
場
合
は
、

体
重
は
同
じ

く
ら
い
あ

っ
て
も
、

肝
臓
の
機
能
が
低

下
し
て
い
ま
す
か
ら
、　

一
般
に
ク
ス
リ

を
処
理
し
て
か
ら
だ
の
外
に
だ
し
て
い

く
働
き
が
に
ぶ
い
の
で
す
。

人
に
よ

っ

て
ち
が
い
ま
す
が
、

五
十
歳
代
な
ら
、

そ
れ
ほ
ど
神
経
質
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

六
十
歳
を
す
ぎ
た
ら
少
し
減

ら
し
て
、

あ
つ
う
の
量
の
三
分
の
二
く

ら
い
を
飲
ん
で
み
て
、

そ
れ
で
大
文
夫

だ

つ
た
ら
ふ
や
せ
ば
い
い
の
で
す
。

市
販
率
に
は
、

お
年
寄
り
向
け
の
注

意
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

や
は
り
、

ふ
つ

う
の
方
と
は
ち
が
う
と
、
き
ち
ん
と
説

明
し
て
ほ
し
い
と
お
も
い
ま
す
。

厚
生

省
で
は
、

い
ま
小
児
向
け
、

お
年
寄
り

向
け
の
注
意
の
仕
方
に
つ
い
て
の
対
応

策
を
作

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
か
ら
、

妊
婦

の
場
合
は
、

動
物
で
の
検
査

で
胎
盤
を
通
過

す
る
よ
う
な
ク
ス
リ
に
は
、
「妊

婦
に
は
使
わ
な

い
で
に
し

い
、

妊
振
が
は

っ
き
り
し
な
い
場
合
に
は
いに

意
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
い注
意
書
き
が

あ
り
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に

「妊
振
し

て
い
ま
す
」
と
は

っ
き
り
言
う
と
か
Ｐ
】

れ
は
妊
婦
が
飲
ん
で
も
大
文
夫
で
す
か
」

と
十
分
に
た
し
か
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
　
　
　
各
暮
ら
し
の
手
帖
」
か
ら
）

イ
ン

＝
晋
凶
一
一

”
　

死
的
麻
以

∽

上
位
は
脳
卒
中
、

心
臓
病
。

そ

の
予
防

に
は
、

根
本
原
因

で
あ

る
動
脈
硬
化
を
防
ぐ

こ
と
が
欠

か
せ
な

い
。

動
旅
硬
化
は
動
脈

の
血
管

の
内
側

に
ヨ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
沈
着
す
る
な
ど
し
て
、

血
管
が
弾
力
性
を
失

っ
て
硬
く

な
り
、

血
液

の
流
れ
が
悪
く
な

る
病
気
。

老
人

の
病
気
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、

１０
代
か
ら
始
ま

り
、

次
第

に
そ

の
範
囲
が
広
が

り
、

４。
代
を
過
ぎ
る
と
症
状
が

出
始
め
る
。

階
段

の
上
り
下
り

で
ち

ょ

っ
と
息
切
れ
す
る
な
と

感

じ
る
サ

ラ
リ
ー

マ
ン
が

い
た

ら
、

要
注
意
だ
。

「健康のために」と赤ワインを飲む人が急増 してい

る。動脈便化や心臓病 を防ぐという研究結果が発表さ

れ、美容にも効果的といわれているためだ。国内ワイ

ンの消費工は昨年から上昇中で、いまや赤ワインは白

ワインの売り上げを抜いてしまった。赤ワインのどの

成分が体によく、どんなプラス面があるのか。

赤

ワ
イ

ン
は
酒

の
中
で
唯

一

の
ア
ル
カ
リ
性
食
品
。

野
菜

や

果
物
と
同
じ
役
割
を
も

つ
。

人

間

の
体
は
疲

れ
た
り
病
弱

に
な

っ
た
り
す
る
と
酸
性
に
傾
く
。

ア
ル
カ
リ
性
飲
料

の
ワ
イ

ン
は

こ
れ
を
中
和
す

る
た
め
、

健
康

や
美
容

に
プ
ラ
ス
と
な
る
。

赤

ワ
イ

ン
は
、

黒
　
紫
な
ど

の
プ
ド
ウ
を
果
皮

や
種
も
入
れ

た
ま
ま
発
酵
さ
せ
る
。

タ
ン
パ

ク
質
、

ビ
タ
ミ
ン
類
、

ミヽ
ネ
ラ

ル
類
な
ど
が
含
ま
れ
、

特

に
果

皮

や
種

に
あ
る
タ
ン
ニ
ン
や

フ

ラ
ボ
ノ
イ
ド
な
ど

の
ポ
リ

フ

ェ

ノ
ー
ル
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

悪
玉

ヨ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
呼

ば
れ
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ

（低
密
度

リ
ポ

た
ん
ぱ
く
）
は
、

体
内

の
活
性

酸
素
な
ど

で
酸
化
さ
れ
て
動
旅

硬
化

の
原
因

に
な
る
が
、

ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
に
こ
の
活
性
酸
素

を
消
去
す
る
働
き
が
あ
る
。

同

じ
銘
柄
な
ら
ば
、

年
代

の
古

い
、

熟
成

の
進

ん
だ

ワ
イ

ン
の
方
が

効
き
日
が
あ
る
と

い
う
。

ま
た
、

が
ん
や
心
臓
病
、

老

人
性
痴

に
う
症
、

高
血
圧
予
防

な
ど

の
働
き
も
あ
る
。

そ
れ
ほ
ど
有
益
な
赤

ワ
イ

ン

だ
が
、

飲

ん
だ
か
ら
と

い
つ
て

す
ぐ
に
病
気
が
改
善
さ
れ
る
わ

け

で
は
な

い
。

毎

日
適
量

（
コ

ッ
プ

ー
～
２
杯
）
を
飲
み
、

料

理

に
活
用
し
て
い
け
ば
、

少
し

ず

つ
健
康

の
効
果
も
期
待

で
き

そ
う
だ
。

ど
呂
Ａ

…，こ…
Ｈ

”
　

の
新
”
ィ

↓

ノ
ー
ル
に
は
肌
を
自

く
す
る
美

白

効

果

が
あ

り

（？
）
、

中
高

年

に
は
、

シ
ミ
が
手

の
甲

や
顔

の
ほ
お
に
目
立

つ
。

長
年

の
紫

外
線

（活
性
酸
素
）

の
影
響

で

皮
膚
細
部
が
傷

つ
け
ら
れ
、

表

面

に
浮
き

で
て
き
た
も

の
。

ポ

リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
で
活
性
酸
素
を

撃
退
す
れ
ば
、

新
康
代
謝

が
高

ま
り
、

シ
ミ
の
原
因
が
取
り
除

け
る
と

い
わ
れ
る
。

翁
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
』

Ｈ
ｌＯ
・
１
・
１４
参
照
）
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○
地
共
済
神
奈
川
県
支
部
公
的
年
金
情
報

前
号
で
述
べ
た
と
お
り
、

公
的
年
金
制

度
の
将
来
展
望
に
危
機
感
が
深
ま
る
中
、

当
会
と
し
て
可
能
な
限
り
情
報
を
把
握
し

会
員
に
提
供
す
る
べ
く
、

去
る

一
〇
月
、

当
会
生
方
副
代
表
、

鈴
木
三
郎
幹
事
が
県

職
員
課
当
局

へ
こ
の
旨
申
入
れ
た
と
こ
ろ
、

好
意
的
な
回
答
を
得
た
の
で
、

引
き
続

い

て

一
二
月
九
日
、

地
共
済
神
奈
川
県
支
部

関
係
の
年
金
資
料
に
つ
い
て
提
供
を
得
た

の
が
別
表
で
あ
る
。

な
お
、

年
度
別
、

支

部
組
合
数
と
長
期
掛
金
等
の
表
０
は
誌
面

の
都
合
で
今
回
は
割
愛
す
る
。

な
お
、

新
聞
に
よ
れ
ば
、

明
９９
年
度
に

於
け
る
厚
生
省
の
年
金
審
議
会
答
申
に
先

立
ち
本
年

一
〇
月
迄
に
広
く

一
般
か
ら
意

見
を
求
め
答
申
素
案
に
反
映
し
た
い
と
の

事
。

会
員
も
意
見
を
ド
シ
ド
シ
郵
送
さ
れ

た
ら
よ
い
と
思
う
。

○
速
報
ｒｒ
互
助
年
金

（弘
済
会
年
金
）
の

運
用
は
？

弘
済
会
年
金
制
度
発
足
の
昭
和
５．
年
度

は
、

信
託
定
期
預
金
利
息
が
年
人
分
以
上

で
約

一
〇
年

で
倍

に
な

っ
た
黄
金
期

で

あ

っ
た
。

弘
済
会
年
金
は
、

安
田
信
託
銀

行
が
主
幹
事
と
な
り
他
の
七
行
が
シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
で

一
般
よ
り
有
利
に
運
用
す
べ
く

可
成
り
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
来
た
が
、

最
近
の
金
融
不
安
で
安
田
信
託
の
経
営
危

機
が
伝
え
ら
れ
る
中
、

加
入
者
に
代

っ
て
、

去
る

一
二
月
九
日
、

当
会
の
青
木
事
務
局

長
と
鈴
木

（三
）
幹
事
が
水
島
県
厚
生
福

振
果
会
理
事
兼
事
業
部
長
に
面
接
、

こ
の

件
に
つ
き
次
の
よ
う
な
回
答
を
得
た
。

平
成
九
年
九
月
末
加
入
者
二
、

五
七
七

人
、

元
利
合
計
二
〇
二
億
五
、

八
二
〇
万

九
、

二
九
三
円
、

原
資
と
金
利
を
各
個
人

別
に
デ
ー
タ
管
理
し
て
い
る
。
リ
ス
ク
の

大
き

い
株
は
や
っ
て
い
な
い
。

元
本
割
れ

し
な
い
国
債
、

公
社
債
等
で
運
用
し
て
い

る
。

信
託
財
産
は
信
託
法
第
２８
条
で
分
別

管
理
が
義
務
づ
け
ら
れ
銀
行
が
債
務
超
過

に
な

っ
て
も
守
ら
れ
る
。

安
田
信
託
は
富

士
銀
行
を
中
心
と
す
る
実
蓉
グ
ル
ー
プ
が

全
面
支
援
し
て
い
る
の
で
幹
事
会
社
と
し

て
不
都
合
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

「
こ

だ

ま

会

」
事

務

局

情

報

だ

よ

り

第1表 各 年度毎の地共済神奈川県支部年金新規裁定者数及び年金裁定額

く特別支給の退職共済年金のみ)

第2表 る 年度毎の文部年金受給者数及び年金総額

(退職絡付 ・障害者給付 ・追族給付を含む)

平成8年度中

平成7年度中

平成6年度中

平成5年度中

平成4年度中

135

*758

383

388

372

330,510

2,052,953

1,l112,310

1,003,354

982,308

2,492,900

2,108,1011

2,343,10‖

2,588,000

2,610,800

区   分 仔政(六)(a) 全8(子‖)(b) 1六曽たけ平,日く‖)(cib/a)

平成8年 度

平成 7年度

平成6年度

平成 5年度

平成4年 度

平成 3年度

平成2年度

平成元年度

昭和63年 度

昭和 62年 度

昭和 61年 度

8 , 1 6 2

7 , 9 6 1

7,481

7,156

6,840

6,510

8,269

5 , 9 7 2

5,573

5,248

4,950

18,186,573

17,860,574

16,717,945

15,786,157

15,112,192

14,054,543

13,044,625

11,987,164

10,965,122

10,194,498

8,711,017

2,228,200

2.243,500

2,234,700

2.203,200

2,209,400

2,158,900

2,080,800

2,007,200

1,967.500

1,942,500

1,759,800


